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一
、
は
じ
め
に

晩
唐
の
詩
人
胡
曽
の
詩
集

『

詠
史
詩』

に
は
二
系
統
あ
り
、
一
つ
は
陳
蓋
注
本
、
も
う
一
つ
は
胡
元
質
注
本
で
あ
る
。
現
存
す
る

『

詠
史
詩』

の
注
本
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
胡
元
質
注
本
で
あ
り
、
陳
蓋
注
本
は
四
部
叢
刊
三
編
所
収
の

『

新
雕
注
胡
曾
詠
史
詩』

(

以
下

四
部
叢
刊
本
と
略
称
す
る)

の
み
で
あ
る
(

１)
。

陳
蓋
と
胡
元
質
が
ど
う
い
う
人
物
で
あ
っ
た
の
か
全
く
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
わ
か
ら
な
い
が
、
胡
元
質
に
つ
い
て

『

四
庫
全
書
総
目

提
要』

は
南
宋
人
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る

(

２)
。
一
方
、
陳
蓋
に
つ
い
て
は
、
唯
一

『

唐
才
子
傳』

巻
六
に
、

今
、『

詠
史
詩』

一
巻
、
咸
通
中
の
人
陳
蓋
の
註
有
り

(
３)

。

と
あ
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
咸
通
年
間

(

八
六
〇
│
八
七
三)
と
い
え
ば
、『

詠
史
詩』

の
作
者
胡
曽
も
ま
た
、

曾
、
咸
通
末
漢
南
從
事
た
り
。(『

直
齋
書�
解
題』

卷
十
九)

と
い
う
よ
う
に
こ
の
時
期
に
活
躍
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
四
部
叢
刊
本
の
冒
頭
に｢

邵
陽
叟
陳
蓋
注
詩｣

と
あ
る
が
、
胡
曽
も
ま
た
、

『

詠
史
詩』

三
卷
、
唐
邵
陽
胡
曾
撰
。(

同
前)

と
、
同
じ
く
邵
陽
の
人
と
さ
れ
る
の
で
あ
る

(

４)

。

つ
ま
り
、
陳
蓋
は
胡
曽
と
同
時
期
同
郷
の
人
で
あ
り
、
従
っ
て
、
或
い
は
胡
曽
と
面
識
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
人
物
な
の
で
あ
る
。
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当
然
、
彼
の

『

詠
史
詩』

注
は
胡
曽
の

『

詠
史
詩』

成
立
と
そ
う
離
れ
な
い
時
期
に
作
ら
れ
た
可
能
性
が
高
く
、『

詠
史
詩』

に
つ
い

て
考
察
す
る
際
に
は
極
め
て
重
要
な
資
料
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
胡
曽
が『

詠
史
詩』

序
の
中
で
述
べ
る
、

便
ち
首
唱
を
以
て
相
次
ぎ
、
年
代
の
推
先
を
以
て
せ
ず

(

５)

。

と
い
う
言
葉
の
通
り
、
年
代
の
先
後
に
よ
ら
な
い
排
列
と
な
っ
て
い
る
の
は
四
部
叢
刊
本
の
み
で
あ
り
、
胡
元
質
注
系
統
本
は
年
代
順

に
排
列
し
直
さ
れ
て
い
る
。
陳
蓋
注
本
が
原
書
の
形
態
を
残
す
貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ
と
は
斯
様
な
点
に
も
十
分
う
か
が
え
る
。

し
か
る
に
、
現
存
す
る

『

詠
史
詩』

の
ほ
と
ん
ど
が
胡
元
質
注
本
で
あ
る
の
は
、
取
り
も
直
さ
ず
胡
元
質
注
が
登
場
し
て
後
は
そ
の

系
統
の

『

詠
史
詩』
が
主
流
と
な
り
、
陳
蓋
注
本
を
圧
倒
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
は
、
概
ね
二
つ
挙
げ
ら

れ
よ
う
。
一
つ
は
、
先
述
の
通
り
胡
元
質
注
が
年
代
順
の
排
列
に
改
め
た
こ
と
で
あ
る
。『

詠
史
詩』

は
、

近
日
兒
童
村
學
、
教
ふ
る
に
胡
曾
の
詠
史
詩
を
以
て
す
。(『

升
菴
詩
話』

巻
七)

な
ど
と
い
う
よ
う
に
、
童
蒙
教
育
書
と
し
て
広
く
使
わ
れ
た
と
い
う
。
と
す
れ
ば
、
年
代
順
の
排
列
の
方
が
は
る
か
に
使
い
や
す
い
に

違
い
な
く
、
胡
元
質
注
本
の
改
編
が
歓
迎
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
胡
元
質
が
、
後
述
す
る
ご
と
く
陳
蓋
注
に

較
べ
て
よ
り
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
文
献
を
採
用
し
て
注
を
作
り
か
え
た
点
に
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
陳
蓋
注
は
、

皆
雜
以
俚
語
不
盡
原
文
。

と
評
さ
れ
る
よ
う
に

(

６)

詠
史
詩
の
注
と
し
て
は
不
備
の
目
立
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
斯
様
な
陳
蓋
注
で
あ
れ
ば
、
胡
元
質
注
の
登
場
以
降
顧

み
ら
れ
な
く
な
っ
た
の
も
仕
方
の
な
い
こ
と
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

こ
の
卑
俗
さ
の
故
に
、
陳
蓋
注
は
従
来
考
察
の
対
象
と
な
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
先
述
の
通

り
陳
蓋
注
は

『

詠
史
詩』

版
本
の
中
で
も
重
要
な
意
味
を
も
つ
注
本
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
得
な
い
。
一
方
、『

詠
史
詩』

は
童
蒙
教
育

書
と
し
て
読
ま
れ
た
他
に
、
通
俗
小
説
と
深
い
か
か
わ
り
を
も
つ
と
い
う
側
面
を
持
つ

(

７)

が
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
特
質
を
有
す
る
の
か
、

明
確
な
説
明
は
つ
い
て
い
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。
し
て
み
れ
ば
、
陳
蓋
注
の
研
究
は
、『

詠
史
詩』

理
解
に
資
す
る
の
み
な

ら
ず
、
そ
の
通
俗
小
説
と
の
関
わ
り
を
考
え
る
上
で
何
ら
か
の
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
本
論
で
は
、
陳
蓋
注

の
特
徴
に
つ
い
て
少
し
く
考
察
し
て
み
た
い
。

『

詠
史
詩』

陳
蓋
注
の
特
徴

73



― ―

二
、
陳
蓋
注
と
米
評

四
部
叢
刊
本
冒
頭
に
は
、｢

前
進
士
胡
曾
著
述
并
序
／
邵
陽
叟
陳
蓋
注
詩
／
京
兆
郡
米
崇
吉
評
注
并
續
序｣

と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

胡
曾
の

『

詠
史
詩』

に
は
、
陳
蓋
の
注
の
み
な
ら
ず
、
米
崇
吉

(

８)

の

｢

評
注｣

が
付
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
実
際
の
注
は
ど
の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
る
か
と
い
え
ば
、
冒
頭
の

｢

章
華
臺｣

詩

(

９)

を
例
に
挙
げ
れ
ば
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

『

史
記』

曰
、
時
楚
靈
王
好
大
奢
、
乃
役
萬
姓
、
築
臺
起
宮
、
以
金
玉
裝
飾
、
號
章
華
臺
。
常
與
美
人
燕
樂
於
此
。
後
出
軍
伐
陳
。

靈
王
之
兄
患
弟
王
不
治
國
政
、
乃
勒
兵
閉
城
攻
王
。
王
敗
軍
、
獨
騎
奔
投
野
人
之
家
。
遇�
人
曰
、｢

與
我
一
食
。
我
不
食
三
日

矣
。｣�
人
謂
曰
、｢

新
王
下
令
、
有
飼
王
者
、
罪
及
三
族
。
不
可
置
食
也
。｣�
不
得
食
、
因
枕
其
股
而
臥
。�
人
畏
人
知
之
、

乃
以
土
代
股
而
去
。
靈
王
飢
甚
、
莫
能
起
身
、
死
於
申
亥
之
家
也
。
夫
勢
盡
道
窮
、
人
之
常
數
。
可
以
空
山
就
死
、
何
以
下
託
甘

言
。
此
之
謂
見
危
而
求
安
、
不
居
安
而
慮
危
也
。

(

巻
上)

こ
れ
で
は
ど
こ
ま
で
が
陳
蓋
注
で
ど
こ
か
ら
が
米
崇
吉
評
な
の
か
ま
っ
た
く
明
確
で
な
い
。
し
か
し
、
四
部
叢
刊
本
は
、
す
べ
て
こ
の

よ
う
な
方
式
で
注
評
を
載
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
四
部
叢
刊
本
を
読
む
場
合
、
ま
ず
こ
の
陳
蓋
注
と
米
崇
吉
評
の
分
離
か
ら

取
り
か
か
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
で
は
、
ど
の
よ
う
に
区
切
る
べ
き
な
の
か
。

米
崇
吉
は
続
序
の
中
で
、

敢
へ
て�
愚
に
課
し
て
、
篇
を
逐
ひ
て
評
解
し
、
用
て
前
賢
の
旨
を
顯
か
に
し
、
粗
に
當
代
の
聞
を
裨
ふ

(�)

。

と
述
べ
る
。｢

評
解｣

と
は
、｢

詩
に
関
す
る
批
評
と
解
釈｣

と
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
こ
で
、
注
文
の
中
の

｢

批
評｣

あ
る
い

は

｢

解
釈｣

に
あ
た
る
部
分
を
米
崇
吉
の
文
章
と
と
ら
え
、
陳
蓋
注
と
の
分
離
を
試
み
る
と
、
前
掲
の

｢

章
華
臺｣

詩
の
場
合
、
注
文

の
う
ち
末
尾
の
、

夫
れ
勢
盡
き
て
道
窮
ま
る
は
、
人
の
常
數
な
り
。
以
て
空
山
に
死
に
就
く
べ
く
、
何
ぞ
以
て
甘
言
に
下
託
せ
ん
。
此
を
之
危
を
見

て
安
を
求
む
る
も
、
安
に
居
り
て
は
危
を
慮
ら
ず
と
謂
ふ
。

の
部
分
が
、
明
ら
か
に
詩
に
詠
ま
れ
た
歴
史
事
件
を
説
明
す
る
部
分
で
は
な
く
詩
意
を
踏
ま
え
て
批
評
す
る
部
分
で
あ
る
。
従
っ
て
、
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こ
の
末
尾
部
分
が
米
崇
吉
評
で
あ
る
と
仮
定
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
部
分
は
、
実
は
多
く
の
詩
の
注
文
末
尾
に
見
え
、
そ
れ
も
こ
の

｢

章
華
臺｣

の
例
と
同
じ
く
、｢

夫｣

で
書
き
出
し
、

歴
史
事
件
か
ら
読
み
取
れ
る
教
訓
を
挙
げ
て
論
評
す
る
、
と
い
う
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
斯
様
な

｢

夫｣

で
は
じ
ま
る
批
評

文
は
、
表
Ⅰ
の
①
欄
の
如
く
、
か
な
り
の
数
の
詩
に
付
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
パ
タ
ー
ン
で
は
な
い
も
の
の
、
同
じ
意
図
の
批
評
文
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
部
分
が
あ
る
詩
も
②
欄
の
ご
と
く
分
布
す
る
。
こ
れ
ら
の
文
章
に
は
、
古
典
を
引
用
し
て
批
評
の
拠
り
所
と
す

る
手
法
も
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
、
例
え
ば

｢

章
華
臺｣

の
評
文
も
、

此
之
謂
見
危
而
求
安
、
不
居
安
而
慮
危
也
。

と
は
、『

易
・
繋
辭
下』
の

｢
是
故
君
子
安
而
不
忘
危
。
存
而
不
忘
亡
。｣

を
踏
ま
え
た
表
現
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
斯
様
な
パ
タ
ー
ン

化
し
た
批
評
文
は
、
同
一
人
物
が
意
図
的
に
形
式
を
統
一
し
て
書
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
、
こ
れ
こ
そ
す
な
わ
ち
米
崇
吉
評
と
考
え
る

の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

た
だ
難
点
は
、
巻
三
の
後
半
に
な
る
と
、
斯
様
な
批
評
文
の
出
現
が
極
端
に
減
少
す
る
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
米
崇
吉
が
す
べ

て
の
詩
に
評
を
加
え
た
の
で
は
な
い
か
ら
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
巻
一
・
巻
二
に
於
け
る
批
評
文
の
出
現
数
と
比
較
し
た
場
合
、
巻
三

の
状
況
に
違
和
感
を
覚
え
る
こ
と
は
否
め
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。

一
方
、
批
評
文
以
外
に
も
一
定
の
パ
タ
ー
ン
を
持
つ
部
分
が
存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
表
Ⅰ
の
③
欄
に
あ
げ
た

｢

此｣

で
は
じ
ま
る
文

章
が
そ
れ
で
、

此
れ
燕
太
子
の
秦
王
を
恨
む
こ
と
窮
ま
り
無
く
、
猶
ほ
易
水
の
聲
の
ご
と
し
と
爲
す
な
り
。(｢

易
水｣)

此
れ
堅
の
天
道
に
良
か
ら
ず
し
て
、
但
だ
兵
の
強
き
を
恃
む
を
謂
ふ
な
り
。(｢

東
晉｣)

此
れ
仙
藥
は
未
だ
廻
ら
ざ
る
に
始
皇
先
づ
死
せ
る
を
爲
す
な
り
。(｢

東
海

(�)｣)

な
ど
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
詩
を
解
釈
す
る
内
容
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
米
崇
吉
が
行
っ
た

｢

評
解｣

の

｢

解｣

に
あ
た
る
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
批
評
文
の
多
く
に
一
定
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
っ
た
こ
と
に
照
ら
せ
ば
、
同
じ
く
パ
タ
ー
ン
化
の
見
ら
れ

る
こ
れ
ら
の
文
章
も
や
は
り
米
崇
吉
に
よ
る
と
推
定
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

た
だ
し
、
陳
蓋
が
歴
史
事
件
の
説
明
に
終
始
し
、
批
評
め
い
た
文
章
や
詩
の
解
釈
を
述
べ
る
文
章
を
全
く
書
か
な
か
っ
た
と
は
言
い

『

詠
史
詩』

陳
蓋
注
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黄金臺 ○ 馬 陵 ○ 柯 亭 ○
夷 陵 ○ � 冢 ○ 綿 山
漢 江 ○ 玉門關 ○ 葛 陂
蒼 梧 ○ 昆 陽 ○ � 城
陳 宮 長 安 ○ ��陂 ○
南 陽 ○ �沱河 栢 擧� 墨 ○ 望夫石 ○ � 山
渭 濱

�
黄 河 ○ 塗 山

五 湖 ○ 東 門 豫 州

�

易 水 ○ ○ 鳳凰臺 ○ 博浪沙 ○
長 平 ○ ○ 廻 中 ○ 隴 西 ○
西 園 ○ 五丈原 ○ 白帝城 ○
長 沙 ○ � 水 ○ � 岸� 橋 ○ 襃 城 ○ 濮 水

�

汨 羅 ○ 平 城 魯 城

�

青 門 ○ � 水 ○ 房 陵
銅雀臺 ○ 金 陵 ○ 牛 渚
東 晉 ○ ○ 昆明池 ○ 廢丘山� 江 ○ ○� 蘭臺宮 ○ 朝 歌 ○
函谷關 ○ 金牛驛 ○ 谷 口 ○
武 關

� �
望思臺 武陵溪 ○�

垓 下 ○ 邯 鄲

�

流 沙� 縣 ○ 箕 山 ○ 大 澤
東 海 ○ ○ 洛 陽

�

○ 傅 巖 ○ ○
首陽山 ○ ○ ○ 高 陽 ○ � 池 ○
姑蘇臺 ○ 會稽山 ○ � 山
息 城 ○ 邵 陵 四 皓
故宜城 ○

�
不周山 � 陽

����

①：｢夫｣で始まる批評文がある｡
②：それ以外の批評文がある｡

③：｢此｣で始まる解釈文がある｡
④：それ以外の解釈文がある｡

？：注の途中に挿入される｡�

：注か評か判断がつかないもの｡
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切
れ
な
い
。
従
っ
て
、
表
Ⅰ
の
②
欄
や
④
欄
に
挙
げ
た
例
や
、
注
の
途
中
に
挿
入
さ
れ
る
批
評
文
な
ど
が
果
た
し
て
陳
蓋
に
よ
る
の
か

米
崇
吉
に
よ
る
の
か
、
明
確
に
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
論
考
で
は
、
先
述
の
よ
う
な
米
崇
吉
の

｢

評
解｣

に
あ
た
る
と

推
定
さ
れ
る
部
分
と
、
こ
れ
ら
の
陳
蓋
・
米
崇
吉
ど
ち
ら
の
筆
と
も
区
別
で
き
な
い
部
分
を
除
い
た
、
詠
史
詩
に
詠
ま
れ
る
歴
史
事
件

に
つ
い
て
説
明
す
る
文
章
を
、｢

陳
蓋
注｣

と
し
て
考
え
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

三
、
陳
蓋
注
の
引
用
書

陳
蓋
注
は
、｢

歴
史
書｣

(
本
論
で
は
便
宜
上
、
注
の
出
典
を
広
く

｢

歴
史
書｣

と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る)

を
引
用
し
て
胡
曽
詩
に
詠
ま

れ
た
歴
史
事
件
を
説
明
し
、
概
ね
毎
詩
出
典
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
一
覧
が
表
Ⅱ
で
あ
る
が
、
陳
蓋
注
本
の
排
列
は
先
述
の
通
り
不
規

則
な
た
め
、
よ
り
分
か
り
易
い
よ
う
に
、
年
代
順
で
あ
る
胡
元
質
注
本
の
排
列
を
利
用
し
た
。
す
る
と
、
陳
蓋
注
が
呈
示
す
る
引
用
書

は
、
先
秦
か
ら
秦
ま
で
は

『

史
記』

、
そ
の
う
ち
春
秋
戦
国
時
代
は

『

春
秋
左
氏
傳』

『

春
秋
後
語』

、
漢
代
は

『

漢
書』

『

後
漢
書』

、

と
い
っ
た
具
合
に
、
概
ね
統
一
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
を
実
際
の
歴
史
書
に
照
ら
し
た
場
合
、
ほ
と
ん
ど
の
文
言
が
一
致
し
な
い
。
例
え
ば
、『

史
記』

を
引
用
し
た
と

あ
る
詩
は
三
十
数
例
あ
る
が
、
あ
き
ら
か
に

『

史
記』
を
引
用
し
た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
は
、
皆
無
と
言
っ
て
よ
い
。
も
ち

ろ
ん
、『

史
記』

に
よ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
内
容
で
あ
る
注
は
多
い
が
、
完
全
に
一
致
す
る
と
い
う
こ
と
が
な
い
の
で
あ

る
。
次
に

｢

商
郊｣

詩
を
例
に
挙
げ
て
み
よ
う
。

Ⅰ

『

史
記』

曰
、
湯
王
、
姓�
名
履
、
字
天
乙
。
未
遇
時
、
至
商
郊
、
見
野
人
張
網
而
呪
之
曰
、｢

欲
東
來
者
、
入
吾
網
中
。
欲
南

來
者
、
入
吾
網
中
。
欲
西
來
者
、
入
吾
網
中
。
欲
北
來
者
、
入
吾
網
中
。
邑
令
乃
王
密
爲
昌
。
從
天
來
者
、
從
地
來
者
、
四
維
上

下
、
悉
皆
入
吾
網
中
。｣

而
湯
聞
之
、
失
聲
曰
、｢

盡
矣
。｣

乃
除
其
網
四
面
、
只
留
一
面
而
呪
之
曰
、｢

欲
東
、
任
東
。
欲
西
、
任

西
。
欲
南
、
任
南
。
欲
北
、
任
北
。
欲
上
、
欲
下
、
四
維
八
方
、
一
任
所
往
。
吾
取
其
犯
命
者
矣
。｣

天
下
聞
之
、
皆
爲
湯
王
仁

徳
、
四
十
餘
國
並
歸
湯
。
夏
帝
桀
紂
無
道
、
遂
擧
兵
伐
之
。
湯
自
稱
天
子
、
號
殷
武
帝
也
。

(

陳
蓋
注)

Ⅱ

『

史
記』

｢

商
紀｣

、
湯
出
野
、
見
張
網
四
面
。
祝
曰

｢

自
上
下
四
方
、
皆
入
吾
網
。｣

湯
曰
、｢�
、
盡
之
矣
。｣

乃
去
其
三
、
祝

『

詠
史
詩』

陳
蓋
注
の
特
徴
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引 用 書 引 用 書 引 用 書
不周山 史記 夷 門 後語 河 梁� 鹿 史記× 邯 鄲 史 居 延 漢書
洞 庭 古史 � 池 後語 李陵臺
箕 山 古史 長 平 後漢語 黄 河 博物志
蒼 梧 史記 � 墨 後語 望思臺 漢史
湘 川 古史・博物志 豫讓橋 史記 東 門� 冢 史・帝王略論 成 都 漢 宮
塗 山 虞 坂 史記× 青 冢 前漢書×
商 郊 史記 朝 歌 史記× 射熊館 漢書
傅 巖 史記 望夫石 列女傳× 昆 陽 後漢書
鉅 橋 史記 金義嶺 隴 西 後漢書
首陽山 史記 易 水 後語 白帝城 後漢書
孟 津 史記 金牛驛 蜀記 �沱河 後漢書
渭 濱 史 鳳凰臺 史記× 銅 柱 後漢書
漢 江 春秋× 云 亭 七里灘 後漢史
瑤 池 史記× 長 城 春秋後語 玉門關 ｢後漢｣
褒 城 史記 阿房宮 春秋後語 關 西 漢書×
流 沙 後語・左氏 東 海 史記 柯 亭 漢書×
葉 縣 史記× 沙 丘 史 穎 川 古史� 山 史記× 咸 陽 後語 江 夏 魏志� 城 史記× 上 蔡 史記 葛 陂 史記×・神仙傳
息 城 春秋・列女傳 殺子谷 後語 銅雀臺
邵 陵 春秋 � 道 後語 西 園 魏志
綿 山 春秋 大 澤 漢書 官 渡 魏志
魯 城 左傳 � 陽 漢書 � 岸 魏史��陂 左傳 廢丘山 漢史 濡須塢
夾 谷 (注なし) 鴻 溝 赤 壁 呉志
姑蘇臺 史記 長 安 史記列傳・爾雅 檀 溪
章華臺 史記 平 城 漢書 南 陽 蜀志
細腰宮 史記 沛 中 漢書 瀘 水 蜀志
陽 臺 史記× 鴻 門 史 五丈原 志
武 關 史記 � 縣 漢書 金谷園 晉史
汨 羅 史記 烏 江 (�) � 山 晉書
蘭臺宮 史記× 垓 下 漢書× 延平津 晉書
荊 山 史記 博浪沙 漢書 武 昌 西晉書� 宮 史記 � 橋 漢書 高陽池 晉書
會稽山 史記 漢 中 華 亭 西晉史� 江 史記× � 水 漢書 豫 州 晉史
五 湖 史記 雲 夢 漢書 牛 渚 東晉史
磨笄山 春秋× 高 陽 史記列傳 東 山 晉史
房 陵 後語 田横墓 武陵溪 史記
黄金臺 後語 青 門 漢書× 彭 澤 史
濮 水 四 皓 前漢書 洛 陽 晉史
馬 陵 史記 長 沙 漢書 東 晉 南史×
秦 庭 春秋 覇 陵 漢書 八公山 南史×
栢 擧 春秋× 細柳營 漢書 金 陵 南史×
故宜城 後語 番 禺 漢書× 沙 苑 北史×
夷 陵 谷 口 石 城 晉書×
杜 郵 文選・後語 昆明池 漢書 陳 宮 南史
函谷關 史記 廻 中 漢書× � 水 史記×

����

※空欄は､注に引用書名が明示されないことをあらわす｡
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曰
、｢

欲
左
、
左
。
欲
右
、
右
。
不
用
命
、
乃
入
吾
網
。｣

諸
侯
聞
之
曰
、｢

湯�

至
矣
。
及
禽
獸
。｣

(

胡
元
質
注)

Ⅲ

湯
出
、
見
野
張
網
四
面
。
祝
曰
、｢

自
天
下
四
方
、
皆
入
吾
網
。｣

湯
曰
、｢�
、
盡
之
矣
。｣

乃
去
其
三
面
、
祝
曰
、｢

欲
左
、

左
。
欲
右
、
右
。
不
用
命
、
乃
入
吾
網
。｣

諸
侯
聞
之
曰
、｢

湯�
至
矣
。
及
禽
獸
。｣

當
是
時
、
夏
桀
爲
虐
政
淫
荒
、
而
諸
侯
昆

吾
氏
爲
亂
。
湯
乃
興
師
、
率
諸
侯
。
伊
尹
從
湯
。
湯
自
把
鉞
以
伐
昆
吾
。
遂
伐
桀
。
…
…
於
是
湯
曰
、｢

吾
甚
武
、
號
曰『

武
王』｣

。

桀
敗
於
有�
之�
、
桀
犇
於
鳴
條
、
夏
師
敗
績
。
…
…
於
是
諸
侯
服
。
湯
乃
踐
天
子
位
、
平
定
海
内
。(『

史
記』

巻
三｢

殷
本
紀｣)

『

史
記』

と
比
較
す
る
と
、
胡
元
質
注
が
ほ
ぼ
完
全
に
そ
の
文
章
を
引
き
写
す
の
に
対
し
て
、
陳
蓋
注
の
方
は
、
大
意
は

『

史
記』

と

か
わ
ら
な
い
も
の
の
、
表
現
な
ど
は
か
な
り
異
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
陳
蓋
注
が
呈
示
す
る
引
用
書
に
、
実
際
に
は
そ
の
よ
う
な
記
事
が
な
い
こ
と
も
あ
る
。
表
Ⅱ
中
に

｢

×｣

を
付
し
た
詩
が
そ

れ
で
、｢�
城｣

注
を
例
に
挙
げ
れ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。

『

史
記』

云
、
昔
、�
侯
據�
城
、
其
臣
三
甥
謀
曰
、｢

君
今
地
居
楚
之
上
流
、
方
用
而
可
擧
兵
伐
之
。
不
然
、
必
來
攻�

。｣

侯

不
用
其
計
。
後
、
果
被
楚
王
將
兵
伐�
而
滅
之
、
悔
不
用
三
生マ

マ

之
計
也
。

こ
の
記
事
は

『

左
傳』

荘
公
六
年
を
出
典
と
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
、
そ
の

『

左
傳』

の
記
事
か
ら
、
胡
曽
詩
に
も
詠
み
込
ま

れ
て
い
る

｢

噬
臍｣

の
部
分
を
省
略
し
て
し
ま
っ
て
い
て
、
注
と
し
て
は
甚
だ
不
備
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
引
用
態
度
を
見
せ

る
陳
蓋
注
と
は
、
極
め
て
杜
撰
な
注
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ず
、
前
述
の
如
く
張
論
文
が

｢

雜
以
俚
語
不
盡
原
文｣

と
批
判
し
た
の

も
肯
け
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
陳
蓋
注
が
す
べ
て｢

歴
史
書｣

を
無
視
し
た
い
い
か
げ
ん
な
内
容
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
先
に
挙
げ
た｢

商
郊｣

詩
に
つ
い
て
見
て
も
、
確
か
に
表
現
は
変
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
大
筋
で

『

史
記』

の
内
容
を
き
ち
ん
と
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
こ
れ
と
同
じ
く
、
陳
蓋
注
の
多
く
は
、
完
全
な
引
用
と
は
言
え
な
い
も
の
の
、
程
度
の
差
は
あ
れ
、
何
ら
か
の
形
で

｢

歴
史

書｣

の
記
述
を
踏
ま
え
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。

ま
た
、
例
え
ば
、｢

漢
江｣

詩
注
は
、

『

春
秋』

云
、
昔
、
周
昭
王
道
喪
。
楚
人
不
朝
敬
、
王
自
去
征
、
濟
於
漢
江
。
船
人
惡
之
、
乃
作
船
以
膠
粘
合
、
進
王
。
王
乘
船
、

至
中
流
、
膠
之�
水
而
崩
也
。

『

詠
史
詩』

陳
蓋
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と
い
う
が
、『

春
秋』

に
こ
の
様
な
記
事
は
見
あ
た
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
文
章
は
、『

史
記
・
周
本
紀』

の
正
義
が
引
用
す
る
晋
・

皇
甫
謐

『

帝
王
世
紀』

に
、

昭
王�
衰
。
南
征
、
濟
于
漢
。
船
人
惡
之
、
以
膠
船
進
王
。
王
御
船
、
至
中
流
、
膠
液
船
解
、
王
及
祭
公
倶
没
于
水
中
而
崩
。

と
あ
る
の
と
極
め
て
近
い
。
同
じ
よ
う
に
、
表
Ⅱ
で

｢

×｣

印
を
付
し
た
詩
の
う
ち
一
〇
例
前
後
は
、
こ
れ
も
引
用
書
と
の
合
致
の
程

度
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
が
、
何
ら
か
の
基
づ
く
資
料
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、｢
東
海｣

詩
注
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

『

史
記』

曰
、
秦
始
皇
併
天
下
後
、
好
仙
。
有
道
士
徐
福
、
上
言
、｢

東
海
有
三
神
山
、
山
上
有
仙
藥
。｣

帝
乃
選
童
男
童
女
各
五

百
人
、
隨
福
入
海
採
仙
藥
。
未
廻
、
始
皇
東
巡
、
沙
丘
、
身
崩
。
後
、
天
下
亂
、
徐
福
不
知
何
之
、
竟
不
廻
矣
。
始
皇
字
祖
龍
。

(

傍
線
筆
者
。
以
下
同
じ)

こ
の
注
は
、『

史
記
・
秦
始
皇
本
紀』
に
、

二
十
六
年
…
…�
已
齊
人
徐
市
等
上
書
言
、｢

海
中
有
三
神
山
、
名
曰
蓬�
・
方
丈
・
瀛
洲
。
僊
人
居
之
。
請
得
齋
戒
、
與
童
男

女
求
之
。｣

於
是
遣
徐
市
、
發
童
男
女
數
千
人
、
入
海
求
僊
人
。

【

正
義
】
漢
書
郊
祀
志
云
、
此
三
神
山
者
、
其
傳
在
勃
海
中
、
去
人
不
遠
。
蓋
曾
有
至
者
諸
仙
人
及
不
死
之
藥
、
皆
在
焉
。
…
…

と
あ
る
こ
と
な
ど
に
基
づ
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
最
後
に
、｢

東
海｣

詩
に
詠
み
込
ま
れ
た

｢

祖
龍｣

を
説
明
し
て

｢

始

皇
字
祖
龍｣

と
い
う
の
は
何
故
か
。｢

始
皇
紀｣

に
は
、

三
十
六
年
、
…
…
秋
、
使
者
從
關
東
、
夜
過
華
陰
平
舒
道
、
有
人
持
璧
遮
使
者
曰
、｢

爲
吾
遺�
池
君｣

、
因
言
曰｢

今
年
祖
龍
死
。｣

使
者
問
其
故
、
因
忽
不
見
、
置
其
璧
去
。
使
者
奉
璧
、
具
以
聞
。
始
皇
黙
然
、
良
久
曰
、｢

山
鬼
固
不
過
知
一�
事
也
。｣

退
言
曰
、

｢

祖
龍
者
、
人
之
先
也
。｣

と
の
記
載
が
あ
る
の
に
、
こ
れ
は
読
ん
で
い
な
い
ら
し
い
。
と
す
れ
ば
、
注
の
前
半
に
つ
い
て
も
、
注
者
自
身
が

『

史
記』

を
読
ん
で

い
た
か
ど
う
か
、
極
め
て
疑
わ
し
く
思
わ
れ
て
く
る
。

一
方
、｢

田
横
墓｣

注
は
、

Ⅰ

者マ
マ

、
漢
王
初
定
天
下
、
諸
侯
各
稱
王
。
齊
有
田
横
、
稱
齊
王
。
漢
王
遣
韓
信
收
趙
、
未
伐
齊
、
漢
王
使�
生
説
齊
、
令
降
漢
。

中
国
文
学
論
集

第
三
十
二
号

80



― ―

横
乃
罷
兵
降
漢
。�
生
在
齊
、
未
還
、
李
左
車
説
韓
信
曰
、｢

將
軍
興
兵
百
萬
、
半
年
方
收
趙
五
十
城
。
今�
生
軍
呈
言
舌
下
主

七
十
城
、
功
不
如�
生
也
。
且
漢
王
曾
有
詔
令
將
軍
伐
齊
。
今
齊
雖
降
王
未
詔
、
士
令
伐
齊
有
詔
。
使
任
彼
心
不
設
備
、
宜
擧
兵

伐
之
、
但
執
前
詔
。｣

信
納
其
言
、
乃
發
兵
。
横
怒
、
謂�
生
曰
、｢

漢
王
汝
存
慰
於
吾
、
而
今
韓
信
求
。
汝
若
爲
可
止
韓
信
之
、

汝
若
不
止
、
當
烹
之
。｣�
生
曰
、｢

信
執
漢
王
前
詔
。｣

亦
登
城
觀
之
、
乃
曰
、｢

韓
信
計
已
成
。｣

乃
就
烹
而
死
。

後
、
天
下
定
、
諸
侯
皆
朝
。
田
横
懼
誅
、
引
徒
屬
五
百
餘
人
入
海
島
中
。
漢
帝
以
齊
國
向
來
賢
皆
附
之
信
、
詔
横
、
横
與
二

客
洛
陽
三
十
里
、
謂
人
曰
、｢

吾
曾
烹�
生
、
帝
雖
不
罪
、
我
乃
不
愧
心
。
今
帝
在
洛
陽
、
請
斬
吾
頭
、
馳
往
三
十
里
、
形
容
未

改
、
與
生
見
不
別
。｣
遂
自
刎
。
今
二
客
奉
頭
進
高
祖
。
帝
嗟
曰
、｢

有
似
也
。
夫
有
兄
弟
三
人
更
王
、
齊
中
豈
不
賢
哉
。｣

田
横
、

田
榮
、
田
横
三
人
、
乃
與
二
千
人
以
王
葬
之
。
其
二
客
穿
其
塚
傍
作
孔
、
皆
自
刎
而
入
。
義
。
上
感
而
不
敢
哭
、
乃
作
薤
露
歌
詞

寄
其
哀
情
。
今
挽
歌
是
也
。

Ⅱ
①
范
陽
辯
士�
通
説
信
曰
、｢

將
軍
受
詔�
齊
、
而
漢
獨
發
間
使
下
齊
、
寧
有
詔
止
將
軍
乎
。
何
以
得
毋
行
也
。
且�
生
一
士
、

伏
軾
掉
三
寸
之
舌
、
下
齊
七
十
餘
城
。
將
軍
將
數
萬
衆
、�
餘
乃
下
趙
五
十
餘
城
、
為
將
數�
、
反
不
如
一
豎
儒
之
功
乎
。｣

於

是
信
然
之
、
從
其
計
、
遂
渡
河
。
齊
已
聽�
生
、
即
留
縱
酒
、
罷
備
漢
守
禦
。
信
因
襲
齊
歴
下
軍
、
遂
至
臨�
。
齊
王
田
廣
以�

生
賣
已
、
乃
亨
之
。

(『

史
記』

巻
九
二

｢

淮
陰
侯
列
傳｣)

②
淮
陰
侯
聞�
生
伏
軾
下
齊
七
十
餘
城
、
廼
夜
度
兵
平
原
襲
齊
。
齊
王
田
廣
聞
漢
兵
至
、
以
爲�
生
賣
已
、
廼
曰
、｢

汝
能
止
漢

軍
、
我
活
汝
。
不
然
、
我
將
亨
汝
。｣�
生
曰
、｢

擧
大
事
不
細
謹
、
盛�
不
辭
讓
。
而
公
不
爲
若
更
言
。｣

齊
王
遂
烹�
生
。

(『

史
記』

巻
九
七

｢�
生
陸
賈
列
傳｣)

③
後�
餘
、
漢
滅
項
籍
、
漢
王
立
爲
皇
帝
。
…
…
田
横
懼
誅
、
而
與
其
徒
屬
五
百
餘
人
入
海
、
居
島
中
。�
帝
聞
之
、
以
爲
田
横

兄
弟
本
定
齊
、
齊
人
賢
者
多
附
焉
、
今
在
海
中
不
收
、
後
恐
爲
亂
。
廼
使
使
赦
田
横
罪
而
召
之
。
…
…
田
横
廼
與
其
客
二
人
乘
傳

詣�
陽
。
未
至
三
十
里
、
至
尸�
廐
置
、
横
謝
使
者
曰
、｢

人
臣
見
天
子
、
當
洗
沐
。｣

止
留
。
謂
其
客
曰
、｢

横
始
與
漢
王
倶
南

面
稱
孤
。
今
漢
王
爲
天
子
、
而
横
廼
爲
亡
虜
、
而
北
面
事
之
。
其
恥
固
已
甚
矣
。
且
吾
亨
人
之
兄
、
與
其
弟
併
肩
而
事
其
主
、
縱

彼
畏
天
子
之
詔
不
敢
動
我
、
我
獨
不�
於
心
乎
。
且
陛
下
所
以
欲
見
我
者
、
不
過
欲
一
見
吾
面
貌
耳
。
今
陛
下
在
洛
陽
。
今
斬
吾
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頭
、
馳
三
十
里
間
、
形
容
尚
未
能
敗
、
猶
可
觀
也
。｣

遂
自
剄
、
令
客
奉
其
頭
、
從
使
者
馳
奏
之�

帝
。�

帝
曰
、｢

嗟
乎
、
有
以

也
夫
。
起
自
布
衣
、
兄
弟
三
人
更
王
、
豈
不
賢
乎
哉
。｣

爲
之
流
涕
、
而
拜
其
二
客
爲
都
尉
、
發
卒
二
千
人
、
以
王
者
禮
葬
田
横
。

既
葬
、
二
客
穿
其�
旁
孔
、
皆
自
到
、
下
從
之
。�
帝
聞
之
、
廼
大
驚
、
以
田
横
之
客
皆
賢
。(『

史
記』

巻
九
四

｢

田�
列
傳｣)

と
、『

史
記』
の
三
列
伝
を
組
み
合
わ
せ
て
注
を
書
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
作
業
は
、『

史
記』

に
関
し
て
か
な
り
の
知
識
を
有
し
、

き
ち
ん
と
読
ん
だ
上
で
し
か
成
し
得
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
同
じ
陳
蓋
注
の
中
に
、『

史
記』

に
つ
い
て
、
正
反
対
の
性
質
を
有
す
る
部
分
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、

こ
れ
ら
の
注
が
と
も
に
陳
蓋
の
筆
に
よ
る
と
考
え
る
の
は
果
た
し
て
妥
当
だ
ろ
う
か
。『

史
記』

に
限
ら
ず
、
陳
蓋
注
で
は
、
一
方
で

｢

歴
史
書｣

に
関
し
て
極
め
て
正
確
な
知
識
を
持
っ
て
い
る
と
感
じ
さ
せ
る
部
分
が
あ
る
か
と
思
え
ば
、
他
方
で
同
一
の

｢

歴
史
書｣

に
対
す
る
知
識
の
乏
し
さ
を
露
呈
す
る
部
分
が
見
ら
れ
る
、
と
い
っ
た
こ
と
が
随
所
に
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
実
態
を
考
え
る
時
、

陳
蓋
の

｢

歴
史
書｣

に
関
す
る
知
識
の
程
度
に
は
大
い
に
疑
問
を
持
た
ざ
る
を
得
な
い
。
す
な
わ
ち
、
陳
蓋
自
身
は
そ
の
よ
う
な
知
識

に
乏
し
く
、
従
っ
て
彼
自
身
が
直
接
様
々
な
歴
史
資
料
か
ら
注
を
作
っ
た
の
で
は
な
く
、
別
の
先
行
文
献
を
利
用
し
て
注
に
ま
と
め
た

と
考
え
る
方
が
妥
当
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

さ
て
一
方
で
、
陳
蓋
注
の
中
に
は
確
か
に

｢

歴
史
書｣

か
ら
乖
離
し
た
よ
う
な
話
も
散
見
す
る
。
例
え
ば
、｢

磨

(

摩)

笄
山｣

詩

注
は
、

『

春
秋』

に
云
ふ
、
昔
、
趙
侯
其
の
子
襄
子
岱
侯
を
伐
つ
。
侯
襄
子
と
岱
山
の
下
に
戰
ひ
、
岱
侯
襄
子
に
之
を
殺
さ
る
。
岱
侯
の

妻
は
乃
ち
趙
侯
の
女
な
り
。
夫
の
擒
は
る
る
を
聞
き
、
乃
ち
兵
を
將
ゐ
往
き
て
之
を
救
は
ん
と
す
る
も
、
此
の
山
に
至
り
て
夫
の

已
に
死
す
る
を
聞
き
、
乃
ち
馬
を
下
り
て
、
頭
上
に
於
て
笄
を
抽
き
、
磨
き
て
自
ら
刺
し
て
死
す
。
趙
雖
ち
國
を
併
せ
り

(�)

。

と
い
う
が
、
こ
の
話
は

『

春
秋』

に
は
見
え
ず
、
お
そ
ら
く

『

史
記』
も
し
く
は

『

春
秋
後
語

(�)』
あ
た
り
に
基
づ
い
て
書
か
れ
た
の
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
事
件
で
は
、
代
王
夫
人
は
一
般
に
弟
趙
襄
子
の
仕
打
ち
に
対
し
て
悲
嘆
し
て
ま
た
は
憤
っ
て
自
殺
す
る
と
い

う
筋
立
て
で
登
場
し
、
陳
蓋
注
の
よ
う
に
彼
女
が
自
ら
軍
隊
を
率
い
て
夫
の
救
出
に
む
か
っ
た
と
い
う
の
は
異
色
の
展
開
で
あ
る
。
胡

曽
詩
自
体
は
、｢

春
草
綿
綿
と
し
て
岱
日
低た

る
、
山
辺
に
馬
を
立
て
て
摩
笄
を
看
る
。
黄
鶯
も
也
た
前
事
を
追
ふ
に
似
て
、
夫
人
の
死
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せ
し
處
に
來
向

き

た

り
て
啼
く

(�)｣
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
別
段
代
王
夫
人
の
勇
ま
し
さ
を
説
明
す
る
必
要
も
な
い
。

ま
た
、｢

垓
下｣

詩
で
は
、

『
漢
書』

に
云
ふ
、
項
羽
は
垓
下
に
大
敗
し
、
漢
相
張
良�
楚
の
歌
を
唱
は
し
め
ば
、
將
士
潰
散
す
。
王
軍
を
起
さ
ん
と
欲
す
る

も
、
軍
已
に
散
ぜ
り
。
王
乃
ち
轡
を
攬
り
烏
騅
を
備
へ
て
出
で
、
身
に
金
甲
を
穿
け
、
五
仗
兼
備
し
、
則
ち
虞
姫
と
別
る
。
虞
姫

問
ひ
て
曰
く
、｢

大
王
何
處
に
か
去
か
ん
と
欲
す｣

と
。
王
曰
く
、｢

寡
人
江
東
に
歸
り
兵
を
起
さ
ん
と
欲
す｣

と
。
虞
姫
曰
く
、

｢

妾
は
王
に
從
ふ
こ
と
能
は
ず
、
亦
た
漢
の
臣
と
爲
る
こ
と
能
は
ず
。
妾
王
の
腰
間
の
劔
を
請
は
ん｣

と
。
王
美
人
に
劔
を
賜
ひ
、

乃
ち
劔
を
将
て
自
刎
し
て
死
す

(�)
。

と
い
う
。『

漢
書』

に
は
虞
姫
の
最
期
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
。
一
方
胡
曽
詩
は
、｢

抜
山
の
力
盡
き
て
勢
圖�
る
、
劔
に
倚
り
て
空

し
く
歌
ふ

『

騅
逝
か
ず』

と
。
明
月
營
に
満
ち
て
天
水
に
似
た
り
、
那
ぞ
首
を
迴
ら
し
て
虞
姫
に
別
る
る
に
堪
へ
ん

(�)

。｣

と
い
う
の
だ

か
ら
、
む
し
ろ

『

漢
書』

に
載
せ
る

｢
垓
下
歌｣

を
引
用
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
陳
蓋
は
そ
れ
を
し
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
様
な

例
を
見
れ
ば
、
陳
蓋
注
は
、
詠
史
詩
に
詠
ま
れ
る
歴
史
事
件
の
紹
介
と
い
う
大
目
的
か
ら
い
さ
さ
か
逸
脱
し
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に

も
感
じ
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
純
粋
に
物
語
と
し
て
読
ん
だ
場
合
、
こ
れ
は
こ
れ
で
面
白
い
展
開
で
あ
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
例
え
ば
代
王
夫
人
が
武
装

し
て
登
場
す
れ
ば
、｢

摩
笄｣

の
物
語
は
歴
史
書
に
描
か
れ
る
悲
劇
と
は
ま
た
全
く
違
っ
た
相
貌
を
見
せ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
、

｢

垓
下｣

詩
注
の
項
羽
が
武
装
し
て
登
場
す
る
く
だ
り
な
ど
は
、
ま
る
で
芝
居
か
小
説
の
一
場
面
の
よ
う
で
す
ら
あ
っ
て
、
詠
史
詩
の

注
と
し
て
は
適
当
と
は
言
え
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
ハ
ナ
シ
と
し
て
は
魅
力
的
で
あ
る
。
で
は
、
斯
様
な
詩
注
は
、
陳
蓋
自
ら
が
自

由
に
筆
を
進
め
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

王
昭
君
を
詠
ん
だ

｢

青
塚｣

詩
の
注
に
次
の
よ
う
に
言
う
。

『

前
漢
書』

に
云
ふ
、
昔
、
王
昭
君
は
絶
世
の
色
有
り
、
漢
元
帝
の
妃
と
為
る
。
時
に
西
藩
強し

い
て
婚
を
漢
帝
に
請
ひ
、
乃
ち
昭

君
を
藩
に
嫁
せ
し
む
。
昭
君
藩
に
到
り
、
藩
の
腥
醜
非
昊
な
る
を
怨
む
。
百
日
に
し
て
死
す
。
藩
之
を
憐
れ
み
、
遂
に
漢
界
に
葬

る

(�)

。

『

漢
書』

に
は
、
王
昭
君
が
和
平
の
証
と
し
て
匈
奴
の
呼
韓
邪
単
于
に
与
え
ら
れ
た
こ
と
、
ま
た
彼
女
が
呼
韓
邪
の
死
後
、
そ
の
息
子
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の
妻
に
な
っ
た
記
事
が
見
え

(�)
、
陳
蓋
注
が

『

漢
書』

に
基
づ
か
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
注
を
読
ん
だ
場
合
、
読
者
は
む
し
ろ

｢

王
昭
君
変
文｣

を
想
起
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。｢

王
昭
君
変
文｣

は
、
王
建

｢

觀

蠻
妓

(�)｣
や
吉
師
老

｢

看
蜀
女
轉
昭
君
變

(�)｣
と
い
っ
た
詩
の
存
在
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
胡
曽
や
陳
蓋
の
生
き
た
晩
唐
期
に
行
わ
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
陳
蓋
は
そ
の

｢

王
昭
君
変
文｣

か
、
或
い
は
そ
れ
に
代
表
さ
れ
る
当
時
の
昭
君
関
連
の
俗
説
に
基
づ
い
て
注

を
書
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
例
か
ら
し
て
、
陳
蓋
注
は
、
時
に
当
時
の
通
俗
文
芸
の
世
界
に
取
材
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
は
、

｢

平
城｣

詩
注
に

｢

今
傀
儡
子
、
是
也｣

と
い
う
言
葉
が
見
え
る
こ
と
か
ら
も
確
か
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
て
み
れ
ば
、
陳
蓋
注
の

中
に
は
当
時
の
通
俗
文
芸
の
姿
を
垣
間
見
る
こ
と
の
で
き
る
資
料
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
胡
曽
詩
が

通
俗
小
説
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
斯
様
な
陳
蓋
注
の
性
質
は
、
極
め
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
と
言
わ
ね
ば
な

ら
な
い

(�)
。

四
、
お
わ
り
に

陳
蓋
注
は
、
胡
元
質
注
が
ほ
ぼ
完
全
に

｢

歴
史
書｣
に
忠
実
な
引
用
で
統
一
さ
れ
て
い
る
の
と
比
較
す
れ
ば
、
非
常
に
雑
駁
な
印
象

を
受
け
る
。
確
か
に
、｢

歴
史
書｣

を
き
ち
ん
と
ふ
ま
え
た
注
が
あ
る
一
方
で
、
同
じ
文
献
に
つ
い
て
、
全
く
知
識
を
持
っ
て
い
な
い

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
せ
る
注
も
あ
っ
た
り
、
さ
ら
に
は
荒
唐
無
稽
と
も
思
わ
れ
る
話
を
紹
介
す
る
注
ま
で
存
在
し
た
り
と
、
実
に
様
々

な
要
素
を
併
せ
持
っ
て
い
る
。
こ
の
様
な
内
容
は
、
詠
史
詩
の
注
と
し
て
は
望
ま
し
い
と
は
言
い
難
く
、
結
果
、
胡
元
質
注
の
登
場
以

後
廃
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
う
い
っ
た
内
容
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
背
景
に
は
、
陳
蓋
自
身
が
用
い
た
資
料
の
存
在
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
陳
蓋
が
自
身
の
歴
史

知
識
の
み
で
、
自
力
で

｢

歴
史
書｣

を
参
考
に
し
て
こ
の
注
を
書
き
上
げ
た
の
な
ら
、
こ
の
様
な
不
統
一
な
内
容
に
は
な
ら
な
か
っ
た

は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
ま
た
陳
蓋
と
い
う
人
物
の
、
文
人
と
し
て
の
レ
ベ
ル
の
問
題
が
横
た
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
陳
蓋
が
ど

う
い
う
人
物
で
あ
っ
た
の
か
、
こ
の
注
の
内
容
か
ら
し
て
、
あ
る
程
度
想
像
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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し
か
し
な
が
ら
、
詠
史
詩
の
注
と
し
て
は
必
ず
し
も
良
好
な
も
の
と
は
言
え
な
い
と
し
て
も
、
む
し
ろ
そ
の
雑
駁
な
内
容
が
、
当
時

を
知
る
貴
重
な
資
料
を
保
存
し
て
い
る
可
能
性
も
秘
め
て
い
る
。｢

歴
史
書｣

の
記
述
か
ら
逸
脱
し
た
部
分
に
、
当
時
の
通
俗
文
芸
と

の
つ
な
が
り
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
上
文
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
他
方

｢

歴
史
書｣

を
踏
ま
え
る
と

思
わ
れ
る
部
分
が
、
同
じ
よ
う
な
性
質
を
有
す
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
様
々
な
文
献
を
組
み
合
わ
せ
て
一
つ
の
歴
史
事
件
を

語
ろ
う
と
す
る
手
法
は
、
講
史
小
説
に
つ
な
が
る
と
捉
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。

斯
様
な
陳
蓋
注
の
性
質
は
、
通
俗
文
学
の
発
展
過
程
を
知
る
上
で
貴
重
な
資
料
を
提
供
し
て
く
れ
る
可
能
性
を
示
し
て
い
る
と
と
も

に
、
胡
曽
詩
と
通
俗
文
学
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
も
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。
胡
曽
詩
が
通
俗
小
説
と
非

常
に
密
接
な
関
係
を
有
す
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
に
は
、
胡
曽
詩
が
童
蒙
教
育
書

で
あ
っ
た
ら
し
い
と
い
う
こ
と
も
作
用
し
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
陳
蓋
注
の
性
質
を
詳
細
に
検
討
す
る
と
き
、
こ
の
注
の
存
在
が
、

胡
曽
詩
と
通
俗
文
学
の
世
界
と
を
結
び
つ
け
る
何
ら
か
の
役
割
を
果
た
し
た
可
能
性
は
十
分
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
陳
蓋
注
が
呈
示
す
る
引
用
書
と
、
実
際
の
引
用

｢

歴
史
書｣

と
に
ず
れ
が
あ
る
こ
と
が
多
い
と
述
べ
た
が
、
実
は
呈
示

さ
れ
る
引
用
書
は
、
最
初
か
ら
示
さ
れ
て
い
た
も
の
で
は
な
く
、
も
と
も
と
あ
っ
た
文
章
の
最
初
に
、
時
代
を
勘
案
し
て

『

史
記』

『

漢
書』

な
ど
適
当
に
つ
け
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
全
て
と
ま
で
は
言
え
な
い
に
し
て
も
、
か
な
り
の
部
分
が
そ
う

い
う
操
作
を
受
け
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
考
え
れ
ば
、
実
際
の
引
用
書
に
関
わ
ら
ず
、
時
代
順
に
ほ
ぼ
同
じ
歴
史

書
が
呈
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
納
得
が
い
く
。
ま
た
、
例
え
ば

｢

武
陵
溪｣

詩
注
の
引
用
書
が

『

史
記』

に
な
っ
て
い
る
の
も
、
お

そ
ら
く
注
文
中
の

｢

秦
始
皇｣

と
い
う
言
葉
か
ら
、
秦
頃
の
話
で
あ
る
と
誤
解
し
、『

史
記』

を
引
用
し
た
と
し
て
し
ま
っ
た
と
考
え

れ
ば
、
こ
れ
も
説
明
が
つ
く
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
操
作
を
誰
が
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
陳
蓋
注
が
何
ら
か
の
先
行
文
献
を
集
め
て
作
ら
れ
た
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
陳

蓋
自
身
が
注
の
体
裁
を
整
え
る
た
め
に
、
最
後
の
仕
上
げ
と
し
て
引
用
書
名
を
入
れ
て
い
っ
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
あ
る
い
は
、
陳

蓋
が
作
っ
た
注
は
本
来
出
典
名
を
必
ず
し
も
明
示
し
な
い
ま
ま
だ
っ
た
も
の
を
、
後
に
注
と
し
て
の
箔
付
け
の
意
味
で
も
あ
っ
た
の
か
、

別
の
誰
か
が
引
用
書
名
を
適
当
に
付
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
四
部
叢
刊
本
の
タ
イ
ト
ル
に
は

｢

新
彫｣

と
あ
る
の
だ
か
ら
、｢

旧｣

陳
蓋
注

『

詠
史
詩』

が
他
に
存
在
し
た
の
か
も
知
れ
ず
、
或
い
は
そ
う
し
た
再
刊
過
程
の
ど
こ
か
で
上
述
の
如
き
操
作
が
行
わ
れ
た
の

『

詠
史
詩』

陳
蓋
注
の
特
徴
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か
も
知
れ
な
い
。
し
て
み
れ
ば
、
現
存
の
陳
蓋
注
と

｢

原
陳
蓋
注｣

と
の
間
に
差
異
が
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ

ち
、
陳
蓋
注
の
成
立
過
程
自
体
に
も
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

陳
蓋
注
と
は
、
様
々
な
意
味
で
、
ま
こ
と
に
難
解
な
資
料
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

注
(

１)

た
だ
し
、
和
刻
本
に
陳
蓋
注
が
残
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
黒
田
彰
氏
編
著

『

胡
曾
詩
抄』

(

伝
承
文
学
資
料
集
成
第
三
輯

一
九

八
八
年

三
弥
井
書
店)
に
詳
し
い
。

(

２)
『

四
庫
提
要』

：｢

觀
所
引
證
、
似
出
南
宋
人
手
。｣

但
し
、
四
庫
全
書
所
収

『

詠
史
詩』

は
、
注
者
名
不
詳
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
胡

元
質
に
つ
い
て
は
、
小
川
環
樹
・
木
田
章
義
両
氏
注
解

『

千
字
文』

(

岩
波
文
庫
三
三
│
二
二
〇
│
一

一
九
九
七
年)

｢

解
説｣

参
照
。

(

３)

原
文
：
今
詠
史
詩
一
卷
、
有
咸
通
中
人
陳
蓋
註
。

(

４)

胡
曽
に
つ
い
て
は
、
長
沙
の
出
身
で
あ
る
と
い
う
説
も
あ
る
。
拙
論｢

節
度
従
事
と
し
て
の
胡
曽｣

(

中
国
文
学
論
集
第
三
十
一
号)

参
照
。

(

５)

原
文
：
便
以
首
唱
相
次
、
不
以
年
代
推
先
。
四
部
叢
刊
本
に
は
闕
字
が
あ
る
た
め
、
成
簣
堂
文
庫
所
蔵

『

明
字
排
字
廣
附
音
釋
文
三
註

之
上

詠
史
詩』

に
よ
り
補
っ
た
。

(

６)
『

歴
史
語
言
研
究
所
集
刊』

一
〇

(

国
立
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
、
一
九
四
八
年)

所
収

張
政�｢
講
史
與
詠
史
詩

四
、
胡

曾
詠
史
詩｣

。

(

７)

例
え
ば
鄭
振
鐸

『

挿
図
本
中
国
文
学
史』

(

一
九
三
二
年

北
平
樸
社
出
版
部)

に
、｢

胡
曾
有

『

詠
史
詩』

百
篇
、
盛
傳
於
世
、
凡
通

俗
小
説
、
像

『

三
國
志
演
義』

『

隋
唐
志
傳』

等
等
、
殆
無
不
引
入
曾
的

『

詠
史
詩』

。｣

と
指
摘
さ
れ
る
。

(

８)

米
崇
吉
の
事
跡
は
詳
か
で
な
い
。
前
掲
張
論
文
は
、｢

米
氏
乃
西
域
米
國
歸
化
人
、�
昭
武
九
姓
之
一
。
崇
吉
蓋
胡
兵
之
子
弟
、
故
云

『

余
非
士
族
、
跡
本
私
門』

。
孫
星
衍
曰
、『

其
續
序
云
近
代
胡
曾
、
是
米
倶
唐
人
也』

(

廉
石
居

『

臧
書
志』

内
編
巻
上)

、
今
按
至
遲
亦

當
在
後
唐
之
世
。｣

と
す
る
。

(

９)

第
一
首
は

｢

烏
江｣

で
あ
る
が
、
詩
句
及
び
注
文
の
大
半
を
欠
く
。
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(
10)

原
文
：
敢
課�
愚
、
逐
篇
評
解
、
用
顯
前
賢
之
旨
、
粗
裨
當
代
之
聞
。

(
11)

原
文
：
此
爲
燕
太
子
恨
於
秦
王
無
窮
、
猶
如
易
水
之
聲
也
。(｢

易
水｣)

此
謂
堅
不
良
天
道
、
但
恃
兵
強
也
。(｢

東
晉｣)

此
爲
仙
藥
未

廻
、
始
皇
先
死
也
。(｢

東
海｣)

(

12)

原
文
：『

春
秋』

云
、
昔
、
趙
侯
其
子
襄
子
伐
岱
侯
。
侯
戰
襄
子
於
岱
山
之
下
、
岱
侯
被
襄
子
殺
之
。
岱
侯
妻
乃
趙
侯
之
女
也
。
聞
夫
被

擒
、
乃
將
兵
往
救
之
、
至
此
山
聞
夫
已
死
、
乃
下
馬
、
於
頭
上
抽
笄
、
磨
而
自
刺
死
。
趙
雖
併
國
矣
。

(

13)
『

史
記』
巻
四
十
三

｢

趙
世
家｣

：｢

襄
子�
前
爲
代
王
夫
人
。
簡
子�
葬
、
未
除
服
、
北
登
夏
屋
、
請
代
王
。
使
廚
人
操
銅�
、
以
食
代

王
及
從
者
、
行
斟
、
陰
令
宰
人
各
以��
殺
代
王
及
從
官
、
遂
興
兵
平
代
地
。
其�
聞
之
、
泣
而
呼
天
、
摩
笄
自
殺
。
代
人
憐
之
、
所
死

地
名
之
爲
摩
笄
之
山
。｣

『

太
平
御
覽』

巻
七
百
十
八

｢

服
用
部
二
十
・
笄｣

：｢『

春
秋
後
語』

曰
、
趙
襄
子
之
姉
爲
代
王
夫
人
。
襄
子
併

代
、
殺
王
、
平
其
地
。
其
姉
聞
之
、
泣
而
呼
天
、
磨
笄
自
殺
。
代
人
憐
之
、
名
其
地
爲
磨
笄
山
。｣

(

14)

原
文
：
春
草
綿
綿
岱
日
低
、
山
邉
立
馬
看
磨
笄
。
黄
鶯
也
似
追
前
事
、
來
向
夫
人
死
處
啼
。

(

15)

原
文
：『

漢
書』

云
、
項
羽
垓
下
大
敗
、
漢
相
張
良
唱�
楚
之
歌
、
將
士
潰
散
。
王
欲
起
軍
、
軍
已
散
矣
。
王
乃
攬
轡
備
烏
騅
而
出
、
身

穿
金
甲
、
五
仗�
備
、
則
別
虞
姫
。
虞
姫
問
曰
、｢

大
王
欲
何
處
去
。｣

王
曰
、｢

寡
人
欲
歸
江
東
起
兵
。｣

虞
姫
曰
、｢

妾
不
能
從
王
、
亦

不
能
爲
漢
臣
。
妾
請
王
腰
間
劔
。｣

王
賜
美
人
劔
、
乃
將
劔
自
刎
而
死
也
。

(

16)

原
文
：
抜
山
力
盡
勢
圖�
、
倚
劒
空
歌
不
逝
騅
。
明
月
滿
宮
天
似
水
。
那
堪
迴
首
別
虞
姫
。

(

17)

原
文
：『

前
漢
書』

云
、
昔
、
王
昭
君
有
絶
世
之
色
、
爲
漢
元
帝
妃
。
時
西
藩
強
請
婚
於
漢
帝
、
乃
嫁
昭
君
於
藩
。
昭
君
到
藩
、
怨
藩
腥

醜
非
昊
也
。
百
日
而
死
。
藩
憐
之
、
遂
葬
於
漢
界
。

(

18)
『

漢
書』

巻
九

｢

元
帝
紀｣

、
巻
九
十
四
下

｢

匈
奴
傳
下｣

。

(

19)
『

全
唐
詩』

巻
三
〇
一
。

(

20)
『

全
唐
詩』

巻
七
七
四
。

(

21)
｢

五
丈
原｣

詩
注
が

『

三
国
志
演
義』

に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
に
つ
い
て
、
金
文
京
氏

『

三
国
志
演
義
の
世
界』

｢

三

『

三
国
志』

か
ら

『

三
国
志
演
義』

へ｣
(

東
方
選
書
25

一
九
九
三
年)

に
指
摘
が
あ
る
。
こ
れ
も
陳
蓋
注
と
通
俗
文
芸
と
の
関
連
を
示
す
証
拠
の

一
つ
と
言
え
よ
う
。

『

詠
史
詩』

陳
蓋
注
の
特
徴
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